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はじめに

宿題は、担任の思いや考えによって内容や量が異なることが多い。それは、各担任の持ち味や教育観に応

じているからゆえであるが、第１学年から第６学年に進級するに伴い、段階的に内容や質、量が変わってい

くのではなく、教師個人の方針だけでそれらが変わっていくことに対して、保護者や子どもはどのように感

じているのであろうか。「例年のことである」と思いながらも、同じ学校内においてあまりにも個々の担任

によって宿題に対する方針が異なることに対して、不信や不満を感じている場合もあるのではないだろうか。

筆者自身も、宿題の取組はある程度、その担任の持ち味や子どもたちの実態に応じて工夫する余地が残さ

れている方がよいと考える。そして、担任と子どもとの信頼関係のもとに、宿題の目的や具体的な取組のよ

さが共有されているのであれば、宿題は子どもたちの成長に貢献できると考えるからである。子どもたちの

成長が保障されれば、保護者の安心にもつながる。

しかしながら、子どもの小学校生活６年間、そして、それ以降の学びと育ちを保障し続けるためにも、校

内で、発達段階や子どもたちが抱える課題に応じた家庭学習の取組時間のめやすや取り組ませるべき内容・

方法等についての共通理解のもとに取り組んでいかねばならないと考える。ここで、「宿題」ではなく「家

庭学習」と言葉を言い換えている。その理由は、「宿題」は教師に与えられるものであって、「家庭学習」

とは「宿題」を含め、家庭において取り組む自主的な学習も含めて、教師や子どもの取組のあり方を模索し

ていく必要を感じたからである。

子どもには、自身に与える家庭学習の効果を実感させ、自分なりの目的意識をもって取り組ませない限り、

「家庭学習」は、いつまでも子どもたちにとって「やらされる学習」のままであるのではないかと考える。

子どもの学習上の自立を促すためにも、「宿題」にとどまらず、「自主学習」を含めた「家庭学習」のあり

方についてとらえていかねば、子どもが今後学び続けるために必要な術を蓄積してたり、意欲をもったりし

ていくことは難しいのではないかと考えた。

１．研究の目的・視点や方法

１－１　研究の目的

教職員、子どもと保護者が、家庭学習のあり方やそれを支える子どもたちの生活のあり方等について共通

理解しながら取り組んでいくことで、子どもたちの学びと育ちを保障し続けたいと考えた。

また、自分の受け持った学級に応じた具体的かつ効果的な取組のあり方を模索していく。そして、子ども

が自分の得意分野や苦手分野を把握し、それらを意識しながら、新たな探究を始めることができるような家

庭学習のあり方を模索していく。このように、子どもが自分自身の学びの状況をメタ認知できるようになる

ことで、自分で学ぶための術を身に付けたり、意欲をもったりできるのではないかと考えた。それは、自分

の学びをマネジメントする力を身に付けることにつながると考えた。
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１－２　研究の方法

表１のような方法で、子どもが学び続ける術や意欲を得ていく家庭学習のあり方を模索したいと考えた。

表１　研究の方法

２．研究の実際

本研究は、筆者が、平成23年度〜平成25年度の間、下松市立公集小学校で研修主任、学級担任として勤務

していた際の取組についてまとめたものである。その中でも、特に平成25年度の取組について述べていく。

２ー１　学校全体の取り組みにするために

２ー１ー１　公集小「学問のすすめ」の作成のねらい

平成22年度から、子どもたちの学力向上を図っていくために、家庭学習応援ブックとして「公集小『学問

のすすめ』」を作成し、活用した。これを作成し、教職員、子ども、保護者が活用することで、家庭学習の

あり方やそれを支える子どもの生活のあり方等についての、共通理解が進むと考えた。そして、それぞれの

立場に表２のようなメリットがあると考えた。

表２　「公集小『学問のすすめ』」を作成・活用することで生み出されるメリット

毎年、４月当初に筆者が冊子案を作成し、各学年や各校務分掌等で検討してもらった。この検討により、

教職員は、担当する学年の学習内容・学習方法や、自分の校務分掌とのつながりを把握した上で活用できる

ようにした。また、毎年自主学習ページをより具体的に更新し、より活用しやすいように工夫した。

２ー１ー２　平成25年度版「公集小『学問のすすめ』」の実際

①　平成25年度版「公集小『学問のすすめ』」の内容選択の意図

図１は、平成25年度版「公集小『学問のすすめ』」の表紙と目次である。

「目指す教育や子どもの姿」のページには、公集小が目指す子どもの姿だけを掲載するのではなく、日本

や山口市、下松市の教育で目指すことを紹介し、全てはつながっているということを教職員や子どもたち、

保護者もとらえることができるようにした。

そして、「公集小の教職員の取組」のページでは、目指す教育や子ども像を具現化するために、公集小学

■教職員、保護者と子どもが家庭学習のあり方について共通理解できる冊子「公集小学問のすすめ〜公
集っ子家庭学習応援ブック〜」の作成

■各学級での取組を充実させていく「成長を実感する自主学習のススメ」の作成
■子どもたちの変容の様子を蓄積する振り返りカードの作成とそこに現れた子どもの学びの事実の分析

教
職
員

担任

・自分が受け持っている学年で行うべきことを明確に把握できるとともに、小学校６年間の子ど
もたちの学びを意識することができる

・「学びのつながり」を意識し、家庭学習で、各学年で身に付けさせなければならない基礎的・
基本的な内容の定着を図ることができる。

・日々の授業の中で、子どもが身に付けてきた知識・技能、見方・考え方の活用を図る授業のあ
り方について、見つめることができる。

養護教諭
栄養士　
　　　等

・教職員一人ひとりの専門性を生かした取組を行うことができ、どの立場の教職員も子どもたち
の学びや育ちに貢献できているという実感をもつことができる

・自分の仕事内容は子どもの学びや育ちにつながる実感をもつことができれば、自分の立場から
何ができるかという新たな提案を生み出すことができる

子
ど
も

・学年に応じた学習内容や家庭学習に取り組む時間のめやすについて、知ることができる
・宿題や自主学習に取り組む意味や価値をとらえながら、家庭学習に取り組むことができる
・自分にふさわしい自主学習の方法や内容を知ったり、自分なりに考えたりすることができる
・基礎的・基本的な内容だけでなく、身に付けてきた知識・技能、見方・考え方を活かしていく
ような発展的な学習に取り組む際の助けとなる。

・取組時間を意識し、自分の状況に応じた取り組み方について考えることができる

保
護
者

・家庭学習の意味、学校としての取組の意図や内容等について把握でき、子どもがなぜその家庭
学習に取り組んでいるのかについても理解できるようになる

・学年に応じた子どもへの声掛けや励まし方等を捉えやすくなる
・子どもが学習に取り組みやすい生活のあり方について見つめ直すことができる
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校において教職員が取り組んでいる具

体について、保護者にとらえてもらうこ

とができるようにした。それとともに、

教職員も、自分たちが取り組んでいるこ

との意味や価値について再認識できるよ

うにした。

「家庭学習の意義」の欄には、養護教

諭や栄養士等にも関わってもらった。校

内研修となると、授業中心の議論を展開

しがちだが、学力を下支えするために必

要な生活面・健康面に関する部分におい

て、専門性を発揮してもらうようにし

た。学校がチームとなって子どもを育て

ていくためにも、学校の様々な立場の

人々が自分の居場所ややりがいを見いだ

せる校内研修にする方途を模索せねばな

らないと考えた。

②　「保護者の皆様へ」のページ作成の意図

図２は、「保護者の皆様へ」のページである。これは特に、低学年

の保護者を意識して作成した。保護者による子どもの家庭学習への支

援の程度は、発達段階によって異なるからでもある。低学年の保護者

には、まずは子どもたちと一緒に取り組むことを期待したいので、子

どもたちとかかわらないとできない声掛けを具体的に掲載した。そし

て、上の学年に向けて、自立を徐々に促すことの必要性や、学習だけ

に留まらず、子どもが多くの体験をすることの大切さにも目を向けて

いくことができるページになるように心掛けた。

ここでの留意点は、保護者が学校側にやってほしいことを押しつけ

られたという思いをもたないようにしていくことである。学校側から

のお願いだけでなく、連絡帳や学級通信、学年通信等を活用して、双

方向のやりとりが行われるように工夫しなくてはならない。

③　低学年・中学年・高学年のページ作成の意図

図３と図４は、表３の内容を教職員と子ども、保護者とで共有する

ために作成したページである。

図３　低学年・中学年・高学年のページの内容

図１　平成25年度版「公集『学問のすすめ』」の表紙と目次

 

 

図２　「保護者の皆様へ」のページ
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表３　低学年・中学年・高学年のページで共有すること

図４は、加工可能な形式で

ダウンロードできるようにし

てあるベネッセ教育研究総合

研究所のウェブサイト１）に

あるものを活用して作成した

平成22年度版のものである。

掲載内容に関しては、筆者が

加筆修正したものをもとに、

低・中・高学年部で検討して、

子どもたちの実態や学年の学

習内容・学習方法等と照らし

合わせながら、より具体的に

活用しやすいものにしていっ

た。

２ー２　学級（第４学年）における取組

２ー２ー１「成長を実感する自主学習のススメ」の活用

まず、４月に、自主学習のねらいや自主学習ノートの活用の仕方などを共通理解するために、平成24年度

に作成した第６学年版を改訂して、「成長を実感する自主学習のススメ（第４学年生版）」（図５、図６）

を配布した。これを活用して、自分の日々の積み重ねを実感できるノートの記述の仕方やノートを美しくま

とめる意味、家庭学習の意味などについて、指導した。

・家庭学習の取組時間のめやす　　　・学習環境を整えることの大切さ　　　・学校の学びと家庭学習のつながり

・学習内容の系統性　　　　　　　　・多様な学ぶ内容や方法　　　　　　　　　　　　　　　　　等

図４　低学年の学習内容・学習方法のめやす

図５　「成長を実感する自主学習のススメ（第４学年版）」の１ページ目と２ページ目
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「成長を実感する自主学習のススメ」に掲載されてい

る方法に慣れてきたら、自分なりの方法で、こだわりを

もってノートをまとめることができるようになってほし

いと願った。

そこで、ノートのまとめ方や取り組み方に工夫が見ら

れる子どものノートを学級通信に掲載したり、コピーし

て掲示したりして紹介した。図７は、常に、ノートのレ

イアウトを工夫している子どものノートである。

また、ノートが終了したら、教室に展示し、誰もが開

いて参考にできるようにした。それだけでなく、冊数ご

とに入れておくボックス（図８）を変え、自分や仲間の

頑張りを目に見えるようにし、子どもの意欲が持続して

いくようにした。

日数が経つにつれ、箱に入っているノートを朝自習の

前や休み時間に見る子どもも増え、友達のこだわり研究

をじっくり読んだり、冊数がどんどん進んでいる子ども

のノートから自主学習を進めるヒントを得たりしようと

する姿が見られた。

また、使い終わったノートの表紙には、図９のように

終了日を記述し、自分の自主学習の取組のペースをとら

えさせたり、次のノートは何日間で全てのページを使い

終えるようにしたいのか、めあてをもったりすることが

できるようにした。

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６　「成長を実感する自主学習のススメ

（第４学年版）」の３ページ目

図７　レイアウトを工夫しているノート例

図８　自主勉強ノートを入れる

ボックスに貼った担任の声掛け図９　使い終わった自主学習ノートの表紙
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２ー２ー２　家庭学習のメニュー紹介

また、「平成25年度公集小『学問のすすめ』」（公集っ子

家庭学習応援ブック改訂版）に掲載している自主学習の種類

は限られるので、図10のように、多様な自主学習について紹

介した。

そして、誰もが自主学習に無理なく取り組めるようにする

ために、「お助けプリントコーナー」を設けた。そのコー

ナーには、授業で用いた資料や学んだことに関連するプリ

ント、これまでの学年の復習プリント、発展問題プリント、

「やまぐちっ子学習プリント」２）などを入れておき、自由

に取って自主学習の際に活用できるようにした。

２ー２ー３　「家庭学習カレンダー」による振り返り

第４学年に家庭学習に取り組ませたい時間は、40分以上と

考えた。また、取り組む内容にどのような傾向があるのかも、

自覚してほしいと考えた。

そこで、取り組む時間や取り組んだ内容を記述できる図11

の「家庭学習カレンダー」を用いて、自分の家庭学習の取組

を記録させた。そして、１週間ごとに、ページ数や取組時間

の合計、今の時点の取組冊数を記録させ、週ごとの取組を比

較できるようにした。

月の終わりには、１ヶ月の自分の取組について見

つめられる図12の振り返りカードを用いて、自分が

積み重ねてきた学習時間やページ数を数値化させた。

そうすることで、子どもは、１ヶ月前に自分が立て

ためあてと照らし合わせて自分の頑張りを実感する

ことができた。また、自分の取組の不十分な点を見

つめ、今後、どのように取組を変えていったらよい

かについても、考えることができた。

図13は、Ａ児の自主学習ノートの記述である。Ａ

児は、自主学習ノートが最終ページにたどり着いた

際に、自分でそのノートの取組の内容やペースなど

について振り返ることができた。Ａ児の「５冊目終

了ボックスを３人は、今何冊目かなあ。」という記

述から、自分の自主学習の取組の多さに

自信をもつとともに、自分と同じぐらい

のペースで冊数を増やしている仲間の取

組具合にも関心をもっていっていること

が分かる。また、「今、緑色です。次回

は、何色かな。」という記述や、新しい

ノートを持って、「今度は、このノート

です。表紙の色や模様がきれいだったか

ら、これにしました。切りのよい冊数な

ので、特別バージョンにしました。」と

担任ににこにこしながら伝えにくる様子

から、自分の頑張りや思いや願い、こだ

わりなどがつまっている自主学習ノート

に対する愛着も深まっていったことが分

図10　家庭学習のメニュー［第４学年版］

図11　「家庭学習カレンダー」

図12　１ヶ月の取組を振り返るワークシート
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かる。その後も、着実に自主学習に取り組み、冬休みの

間も、計画的に２学期の学習内容の復習をしたり、２学

期の取組を反省したりしていた。

２ー２ー４　第４学年終了時の自分の姿のイメージ化

３学期には、第４学年終了時の自分の姿をイメージさ

せ、自主学習振り返りカードの表紙に記述させた。そし

て、それらを図14のように学級通信に掲載し、家庭との

連携を深めていった。

①　「オリンピックに出る」という夢をもっているＢ児

の場合

Ｂ児は、「オリンピックに出る」という夢をもってい

る。第４年生になって、卓球の練習時間も増え、卓球の

練習と学校生活、家庭学習の取組のバランスの取り方に

ついて、時々悩みを担任にも打ち明けていた。

第４学年も終わりが近づき、それらのバランスの取り

方も生活リズムも整ってきたことを実感し、ずっと持続

していこうとするめあてを立てることができた。

②　自分の取組不足を解消したいＣ児の場合

Ｃ児は、「『食事、運動・遊び、読書』90日元気手帳」
３）の振り返りで、常に読書に対する取組不足を実感し

ていた。それを意識し、読書の取組の向上を図ろうとし

ていることが分かる。

また、めやすとなる５年生の取組時間を意識してい

こうとしていることが分かる。

③　取組意欲が減少していたＤ児の場合

Ｄ児は、１学期前半は、生き物に関する説明文を毎

日書いていた。それらの文章は、国語の説明文で学ん

だ文章構成や述べ方の工夫などを活用できていたので、

朝の会や学級通信で、他の児童に紹介してきた。

しかし、２学期の途中には「お助けプリントコー

ナー」から、自分にとって簡単なレベルのプリントを

短時間にやるという日々が続き、少し取組意欲が減少

していると感じていた。

冬休みの間は、内容が充実した自主学習に取り組む

ことができ、意欲も向上していっていた。だからこそ、

「プリントを使わず、自主勉をがんばる」というめあ

てを掲げたのだと考える。

④　苦手分野にも着目し始めたＥ児の場合

Ｅ児は、これまで漢字や言葉を中心に自主学習に取

り組んできた。Ｅ児に限らないが、自分の得意分野に

関する自主学習に取り組む子どもが多かった。

しかし、第４学年の後半になるにしたがって、苦手

なことや時間が空いてしまうと忘れてしまいがちなこ

と等を補強するための自主学習に取り組む子どもも増

えてきた。「今までの苦手な教科をこくふくしている

こと」「自主学習をたくさんやること」というＥ児の

記述から、自主学習と苦手教科の克服を関連付けて考

　 図13　Ａ子の６冊目の

　　　　 自主学習ノートの最終ページの抜粋

　　　図14　３学期末に子どもが目指す姿を

　　　　　　掲載した学級通信
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え、取り組み方を変えようとしていることが分かる。

２ー２ー５　取組の成果と課題

①　取組時間の変容をもとにした分析

Ａ児、Ｆ児、Ｇ児、Ｈ児の４人の２学期（９〜11月）の取組時間をもとに分析する。（表４）

９月は、運動会の練習で疲れていたためか、４人以外の児童も取組時間は１学期よりとても減少していた。

表４　Ａ児、Ｆ児、Ｇ児、Ｈ児の２学期（９〜11月）の取組時間の結果分析

○常に自分のペースを崩さないＡ児 ○クラス１の取組ページ数を更新し続けるＦ児

Ａ児は、９〜11月もそうであるが、その後も、ど

のような状況であっても、自分が立てためあてを

もとに、同じ量、同じペースで自主学習に取り組

めていた。

Ｆ児は、クラス１ページの進むペースが速く、取

組時間も他の児童と比較しても多かった。９月は、

放課後に、山口県のある大会に向けてのプレゼン

テーションの練習に時間をとられたため、取組時

間が減ったが、その後は、毎月同程度の取組時間

であった。

○取組時間を急激に増やしていったＧ児
○短い時間の中で、やるべき内容を

　仕上げることができるようになったＨ児

Ｇ児は、１学期から９月にかけて、自主学習の取

組時間は低迷していた。しかし、10月以降は、取

組時間が急激に多くなり、その時間を維持するこ

とができていた。

Ｈ児は、取組時間は、めあての40分よりも少ない

日が多かったが、取組内容を見ると、毎日の基本

のページ数である２ページをきちんとこなしてい

た。Ｈ児は、ふだんの授業の中において、集中力

はあるが取りかかりに時間がかかり、設定された

時間内に決められた内容をこなすことが苦手で

あった。しかし、自主学習に取り組む中で、短い

時間の中でやるべき内容を仕上げることができる

ようになってきたことが分かる。今後は、生み出

した時間を活用して、めやすの時間を達成できる

よう声を掛けていきたいと考えた。
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②　取組内容について

取組内容の変化について、Ｆ児とＩ児を例に挙げて分析する。（表５）

表５　Ｆ児とＩ児の取組内容についての分析

２ー３　子どもたちの変容についてのまとめ

まだまだ、自主学習という宿題が出るから取り組むといった児童が多いが、毎日、与えられた課題ではな

く、自分で内容を考えて取り組むことを繰り返してきたので、自分の意志で意欲的に学ぼうとする児童が増

えてきた。

内容面においても、表６のような内容に取り組む児童が増えてきた。

表６　子どもたちの取組内容の変容

また、自分のスケジュールの関係で、毎日決まった時間や決まった場所で家庭学習に取り組むことが難し

い子どもは、隙間時間を見いだし、それを有効に活用していこうとすることができるようになってきた。

おわりに

「すすんですすんですすみました。10冊目ついに二けた目。ついに。そ

しておれのイケメン度もついに来た〜。行け行け○ちゃん（自分の名前）。

がんばれ○ちゃん。ガッツだ○ちゃん。」これは、Ｆ児の10冊目の自主勉

強ノートへの記述である。（図15）

Ｆ児のように、積み重ねてきた自主勉強ノートを見て、感慨深い言葉を

ノートに書いたり、表情を浮かべたりする子どもが多く見られた。「自分

が取り組んできた足跡が見えること」「自分の取組により自分自身が成長

できたという思い」が、子どもたちに学び続ける意味や価値を実感させて

いくのだと改めて感じた。第４学年の今は、担任や保護者、仲間の励まし

や手立てによって維持し続けることができている家庭学習であるが、今後、

自分自身で自分の今の状況や求められていることに応じて、学ぶ意欲にス

イッチを押したり、必要な学ぶ術を身に付けたりすることができるように

なっていってほしいと感じた。そうなることで、子どもたちの未来を切り

拓くための自己マネジメント力がしっかりと身に付いていくはずである。

第４学年における取組が、今後の学年においてどのような影響を及ぼして

◇自主学習をシリーズ化したＦ児 ◇自分で決めたことを実行できるようになったＩ児

　Ｆ児は、「地理シリーズ」「歴史人物シリーズ」

「創作物語シリーズ」などというように、ノート

ごとにテーマを決め、楽しみにながら自主学習に

取り組んでいた。

　Ｆ児の取組は、他の児童も賞賛しており、休み

時間や朝自習の際に、展示してあるＦ児のノート

を見ている児童が多かった。取組内容に関しても、

他の児童に影響を与え、同じように、取組をシ

リーズ化していった児童もでてきた。

　授業中でも、係を決定する時でも、なかなか自

分はこれを選ぶという決断をするのに時間がか

かっていたＩ児であったが、終わりの会の前にな

ると、プリントコーナーの前に立ち、取り組んで

いきたい内容を短時間で決定できるようになって

きた。毎日、自分が決めたページ数に着実に取り

組むことができ、自分なりの取組のペースをつか

むことができていった。

・テストが近づくとその対策のための学習に取り組む

・自分の苦手なことを補強する

　（例）ローマ字で日記を書く、苦手教科の復習、苦手な漢字を毎日練習する　等

・学習で興味をもったことの発展、調べ学習

・学習したことを自分の言葉でまとめ直す　　　　　等

 図15　Ｆ児の自主勉強ノート

 　　　への表紙の記述
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いるかについても、研究していくことも必要であると感じた。

また、この研究の課題は、保護者も巻き込んでの研究であったが、家庭学習に対する保護者の意識の変容

や我が子に対する思いや考えの変化等について把握する手立てを行わなかったことである。今後の研究の課

題としたい。

註

１）ベネッセ教育研究総合研究所が、福岡県春日市立日の出小学校の「学問のすすめ」の実践をもとにウェ

ブサイトに自由にダウンロードして活用できるようにして掲載しているものである。

２）「やまぐちっ子学習プリント」とは、やまぐち総合教育支援センターの「やまぐち総合教育支援サイト

子どものページ」に掲載されている「やまぐち学習支援プログラム」（山口県教育委員会）の１つである。

子どもたちの学力向上と家庭学習の充実を目指し、山口県内の教師が作成した問題や教材が掲載されてい

るページである。学校版と家庭版があり、家庭版は自宅でも印刷可能となっている。

３）山口県教育委員会は「『子ども元気創造』推進事業」を推進している。「『食事、運動・遊び、読書』

90日元気手帳」は、その事業の中で、子どもが「朝食を食べたか」「運動や外遊びで体を動かしたか」

「本を読んだか」という視点で、毎日の生活を振り返り記録していくことで、望ましい生活習慣を身に付

けることができるように作成された手帳である。
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